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国 際 会 長 主 題 

ア ジ ア 会 長 主 題 

東 日 本 区 理 事 主 題 

 

あ ず さ 部 部 長 主 題 

東京西クラブ会長主題 

「輝かそう、あなたの光を」 

｢変革のための光となろう」 

｢未来のために今、学びと気づきを！ 

未来のために自信を育み、真の喜びに出会う！」 

「良い結果をもたらす心の安定と考える力を」  

「無理をしないで歩く 希望の光に向かって」 

 

 

 

 
 

 

 

 活動のきっかけは、クラブ入会

間もないころメンバーの神谷幸

男さんが杉並区の NPO 音声訳集

団の方を卓話にお願いした時。 

PC さえあれば自宅にいても続

けられるとのこと、早速練馬区の

団体を訪ねた。そこでは東京世田

谷クラブの小原武夫さんが理事

をしていらっしゃると理事長か

ら伺い、YMCA 活動の幅広さを強

く感じることにもなった。 

書籍や新聞などの記事を朗読

して国際標準規格でCDに記録し

図書館や利用者に届ける活動を

している団体で、私は音源に頁や

目次などを加えて書き込む

DAISY作業を担当して10余年が

経った。音訳者の苦労としては、

下調べ、下読み、校正、図表や写

真説明などは説明台本を作成、あ

くまで黒子役なので感情は入れ

ないが、棒読みは聞きづらいので

加減が大変そう。 

 

 

編集担当者（DAISY）は、文章

の間の修正（秒単位）、音訳者の

口中音（舌鳴り）の削除がある。

年齢を重ねると義歯などで自分

でも気づかない音が発生するか

ら卒業の決断は思いのほか難し

い。単行本の他、毎月の新聞記事

抜粋、銀座百点、東洋経済、広報

誌など多岐にわたる内容は作業

する当方には情報を深く知るこ

とに繋がり達成感は得られる。 

ただ、ボランティアなので家事

の合間に作業をする若い後継者

は足りないが、優しい語りかけに

対する点字のファンレターを毎

月受け取るメンバーの心は温か

い。中には「ラジオ深夜便」など

で活躍した音訳者もいるようだ。

緑内障、糖尿病などで中途失明す

る方が増え、AI による合成音声

が発達してもまだまだ情報を必

要としている方がいる限りこの

活動を続けたい。 

 

 

 

 

 

11 月 の 記 録 ニ  コ  ニ  コ 0円 

在 籍 者 数 

(内功労会員) 

１１人 

１人 
メ ネ ッ ト ０人 クラブファンド 0円 

出 席 者 数 ７人 コ メ ッ ト －人 ファンド残高 114,715円 

メーキャップ ０人 ビ ジ タ ー ３人 ホテ校ファンド 2,000円 

出 席 率 ７０％ ゲ ス ト １人 ホ テ 校 残 高 31,370円 

内 Zoom 参加 ０人 出席者合計 １１人 WHO 参加者 ３７人 

 

音訳ボランティアを続けて    篠原 文恵 

2023 年 12月号 
ＮＯ ５６７ 

 

クラブ役員 

会  長 本川 悦子 

副 会 長 神谷 幸男 

書  記 村野 絢子 

会  計 篠原 文恵    

担当主事 横山 弥利 

 

 

 

東京の晩秋：上段はＷＨＯで訪れた井の

頭公園、中段は神宮外苑 

実に、人は心で信じて義とされ、口で公に言い表して救われるのです。 
ローマの信徒への手紙１０章１０節 
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―１１月事務会報告― 
日時：11 月 23 日（木） 

16：30～17：30 

会場：阿佐ヶ谷地域区民センター

第 7 集会室 

出席者：大野、河原崎、篠原、本

川 

＜報告事項＞ 

①会計報告： 

別紙報告書で承認された。 

②山手コミュニティセンター館

長・大津桃子さんから、チャリ

ティラン協力の報告とお礼状

をいただいた。 

③WHO10 月例会は、元石巻広域

センターの関喜郎さんが、吉田

明弘さんに代わって案内をし

ました。 

11 月は樋口順英さん（東京グリ

ーン）が案内してくださいま

す。 

④今年から“やまてのまつり”に

東京西クラブとして参加しま

した。 

＜協議事項＞例会関係 

①12 月例会は弓町本郷教会の二

俣裕美子さんにお願いした。プ

ログラムは大野さんと協議し

てもらう。 

②1 月例会は樋口順英さん（東京

グリーン）に戦後のポピュラー

音楽史についての卓話をお願

いしています。 

担当 A グループ：石井、高嶋、

村野、吉田、横山 

＜協議事項＞その他 

①12 月 10 日（日）松本クラブ創

立 35 周年記念例会、第 25 回記

念「アジア賞」授賞式に神谷副

会長が出席予定。 

②次年度クラブ会長に大野貞次

さんが引き受けることを承諾

してもらった。 

③現在のクラブメンバーには故

障者や高齢のため、活動に支障

が出ている。このため、本音で

今後のクラブの存立などにつ

いて語り合いたい、例会では話

す時間がないので、是非事務会

に出席してもらいたい、との意

見が出た。 

＜今後の予定＞ 

①2024 年在京ワイズ会長会 

日時：1 月 13 日（土）10：00

～11：30 

会場：東京 YMCA 東陽町コミ

ュティーセンター 

出席者：本川、横山 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎2024 年在京ワイズ新年会 

同日 13：30～ 

会費：3,000～4,000 円 

予定参加者：本川、石井、神谷、

河原崎、篠原、高嶋、 

（書記代理・篠原文恵） 

 

受付 篠原 文恵 

              司会 大野 貞次 

開会点鐘         会長・本川 悦子 

いざたて斉唱           一     同 

聖書朗読・祈祷         大野 貞次 

会長挨拶・ゲスト、ビジター紹介 

                会   長 

会食                一     同 

クリスマスソングをみんなで楽しみましょう 

ゲスト 二俣裕美子さん 

ハッピーバースデイ       会     長 

ワイズ報告           会     長 

YMCA 報告          横山担当主事 

ニコニコ            一     同 

閉会点鐘             会     長 

強調テーマ： キリスト教理解、IBC 

 今年の 4 月に弓町本郷教会の二俣裕美子さん

をお迎えして、障害児教育に音楽療法を取り入れ

た活動を行っていることを伺い、実際にトーンチ

ャイムなどの体験を楽しみました。 

今回は楽しいクリスマスにちなんだ曲をみん

なで歌い、ちょっぴり演奏に参加できると嬉しい

なと思っています。 

日時：１２月２１日（木） １８：３０～２０：３０ 

会場：阿佐ヶ谷地域区民センター 第４集会室 

杉並区阿佐ヶ谷北 1－1－1 03-5356-9501 

会費：2,500 円（どなたも） 

担当：B 班（大野、神谷、河原崎、篠原） 

HAPPY BIRTHDAY 

4 日 神谷 雅子  15 日 吉田 廸子 

18 日 村野 絢子 

１２月クリスマス例会のご案内 

卓話者紹介 

二俣裕美子(ふたまた・ゆみこ)さん 

1972 埼玉県草加市の加藤学

幼稚園にてキリスト教に触れ

て育つ。 

1990 年国立音楽大学教育音

楽学科第Ⅱ類卒業、在学中から

知的障害を持つ子どもたちの

音楽活動や都内各地の障害者

施設の非常勤講師に従事しな

がら音楽療法を学ぶ。 

1994 年二俣泉と出会い弓町

本郷教会に通い始め、受洗。

2002 年に日本音楽療法士学会

認定音楽療法士資格取得。

2008 年～2013 年幼稚園の母

親のためのハンドベルサーク

ルの指導に従事、現在子供から

大人までのピアノ指導を行う。 

PITNA ピアノ指導者連盟会

員。著書「静かな森の大きな

木・誰かの音がする」（春明社・

共著） 
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―１１月例会報告― 
東京西クラブ 11月例会は16日

（木）18:30 から阿佐ヶ谷地域区民

センターにて開催された。 

開会直前にハプニングが発生

した。出席予定であった吉田明弘

さんが身体の不調により転び、急

遽救急車で搬送されるという事

態の発生であった。しかし例会は

予定通り開催された。プログラム

にも若干変更があり司会者は大

野さん、聖書朗読・祈祷は神谷が

担当した。 

本日のメインプログラムは元

三井金属鉱業㈱副社長・須永達夫

さんの卓話「金（きん）のよもやま

話」で、レジュメに沿ってお話し 

をされ、とても面白い話であった。 

卓話の概要は、金という金属の

特性、金の生産量、世界の埋蔵量、

日本の鉱山の産出量、金の価格は

どう決まる、日本の歴史の中での

金（関りのあった出来事、建物・

人物など）。 

古代では 1784 年に福岡県志賀

島で発見された「漢委奴国王」金

印、浅草宮戸川で発見された金の

観音像、奈良時代では、山上憶良

の詠み。奈良の大仏建造、日本初

の金貨鋳造、遣唐使（砂金持参）、

平安時代では中尊寺金堂建設（藤

原清衡）、鎌倉時代では金売り吉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次、室町時代では金閣寺、安土桃

山時代では武田信玄による黒川

金山の開発、佐渡金山の発見、聚

楽第建設（豊臣秀吉）、江戸時代

になって金座・銀座開設（徳川家

康）、慶長大判・小判の鋳造、名

古屋城の金の鯱鉾。 

近代・現代では主要金鉱山の民

間払下げ、諸鉱山の近代化推進、

太平洋戦争時代の鉱山乱掘、佐渡

金山の閉山、菱刈鉱山開設、東京

オリンピックではリサイクル金

で金メダル作成、等、興味深い話

が満載、時間も大幅に延びて各種

報告、ニコニコなど割愛して閉会

点鐘となった。   （神谷幸男） 

出席者：石井、大野、神谷、河

原崎、篠原、本川、横山、＜ゲス

ト＞須永達夫、＜ビジター＞小原

史奈子・藤江喜美子（東京たんぽ

ぽ）、大輪匡史（東京武蔵野多摩・

休会中）       

 

三鷹駅から井の頭公園へ 
―１１月ＷＨＯ報告― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最高気温が前日から一気に 10

度以上下がり、風が冷たい真冬の

寒さでしたが、32 人が参加しま

した。まずは三鷹駅北口から線路

沿いの道を三鷹跨線橋（こせんきょう）

に向かいました。太宰治がこよな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く愛した橋として知られていま

す。しかし、1929 年架橋以来 90

年以上経過し、老朽化のため今年

12 月に閉鎖し、 2 年ほどかけて

撤去する計画になっています。橋

の上は今が見納めとなるため、多

くのファンでにぎわっていまし

た。残念ながら丹沢山系の向うの

富士山は雲隠れでした。 

つぎに、三鷹駅南口に戻り、玉

川上水に沿って「風の散歩道」を

歩き、「しばらくみないうちにず

いぶん変わった」と感嘆しながら 

山本有三記念館に行きました。大

正末期に建てられたコンパクト

な洋館で有三が 10 年間 (1936 

～46 年) 家族と暮らした家です。

屋内外ともきれいに管理されて

好感。家の前の「路傍の石」を前

に記念撮影。 

井の頭恩賜庭園では、雑木林で

ゆったりとした昼食タイム。ベン

チが多く全員がゆったり座るこ

とができました。トイレもよく管

理されていました。 

弁財天から見た井の頭池は、色

づいた木々と青空が水面に映り、

絶妙なコントラストでした。 

今年生誕 100 年を迎えた作曲

家中田喜直の歌碑（小さい秋見つ

けた）をみて弁天橋を渡り、お茶

の水（徳川家康がお茶を入れたと

される）、作詞家野口雨情の歌碑

（井の頭音頭）などを散策しなが

ら、池に写る見事な紅葉を楽しみ

ました。本当にいい時期にきてよ

かったです。七井橋たもとで解

散、様変わりした七井橋通りをへ

て、思い思いに帰途につきまし

た。      （WHO 事務局） 
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山本有三記念館の「路傍の石」の前で 

大勢の見学者で賑わう三鷹跨線橋 
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食前酒   ホットワイン 

オードブル チーズフォンデュ バゲット・サーモ

ン・銀杏・ミニトマト     

サラダ   サラダ菜 パプリカマリネ オリーブ 

キューリ 人参 レタス チーズ  

メイン肉  ローストビーフ（ポーク・チキン） マ

ッシュポテト 

スープ   舞茸コンソメスープ 

メイン魚  海鮮シチュー ワイルドライス 

デザート  マフィン アイスクリーム ワインソ

ース フルーツ 

コーヒー・紅茶・ハーブティー 

現在用意できるものにメインの肉を加えれば出来

るメニューを作りました。 

色と味のバランス、料理の映える器を考えるのが

楽しいです。その前に我が家は食卓のテーブルを空

にする大仕事が待っている…。 

＊1 チーズフォンデュ鍋（写真右）陶器のスイス製

はナチュラルチーズ数種にブル―チーズも加えて白

ワインで滑らかに伸ばす。フォンデュ用のフォーク

でバゲットなどを刺し、チーズを絡めて食べる。 

＊2 ワイルドライス 2.5kｇ袋（写真左）2020 年 1

月のブリテンで詳しく紹介済み。紀伊国屋には 200g

入りを売っているが時々食べたくなるのでカナダか

らの輸入元から直接送ってもらい常備している。白

米に混ぜて炊き、バターと塩少々刻んだクルミを混

ぜる。それだけでもおいしい。 

味覚は人さまざまだがこのメニュウで喜んでいた

だければ嬉しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＹＭＣＡ Ｔｏｄａｙ  
■ホテル学校では、12 月 4 日で 2

学期授業が終了し 12 月 7 日より

海外研修旅行を実施。国内で実施

していたコロナ禍から 4年ぶりの

海外研修となりました。恒例のヨ

ーロッパ訪問ではなく香港へ行

き、宿泊先はザ・ペニンシュラ香

港、ザ・リッツ・カールトン香港

など超高級ホテルばかり。美味し

い食事も観光も楽しみ、卒業を控

える 2年生にとって思い出となる

研修旅行になりました。 また、1

年生はホテル実習中。クリスマス、

年末年始と多忙な時期を迎えるホ

テルで奮闘中です。 

■「山中湖センター100 周年記念

感謝会」が山中湖センターで開催。

10 月 28 日に会員、山中家族キャ

ンプ関係者、山中湖村関係者、近

隣 YMCA 関係者、リーダーOB・

OG、現役リーダー、職員など約

83 人が集まりました。第 1 部の記

念礼拝では堀光雄牧師（山中家族

キャンプチャプレン）に奨励を、

第 2 部では、青山鉄兵氏（文教大

学人間科学部准教授／東京

YMCA 評議員）より「YMCA キ

ャンプの持つ力」と題して記念講

演をいただき、好評でした。第 3

部では食事をとりながら、レクリ

エーションやキャンプソング等の

交流の時間を持つことができまし

た。 2 月 4 日には「山中湖センタ

ー100 周年記念チャリティーボウ

リング」（ボウリングサロン・ザ プ

リンスパークタワー東京）を行い

ます。趣旨にご賛同いただき、お

仲間をお誘い合わせの上、ぜひご

参加ください。 

■昨年の 2 月に引き続き「全体職

員研修会」が 11 月 3 日に東陽町

センターで開催されました。今回

はオンラインも交えたハイブリッ

ド開催となり、東京 YMCA グル

ープの職員 277 人が参加しまし

た。阿部頼義氏（グレースガーデ

ンチャーチ牧師／難民医療支援会

プレシオン代表）に「隣人愛の精

神と実践～教会・難民支援の現場

から」と題して基調講演をいただ

いた後、約 40 のグループに分か

れて、感想等を分かち合う時間を

持つことができました。 

担当主事 横山弥利 

 

編 集 後 記 

11 月から例会場が阿佐ヶ谷地

区区民センターに変わったが、施

設ごとに微妙に使用制限が変わ

る。弁当持ち込みは表向き黙認が

通り相場だが、当会場は 2 部屋続

きを統合して借りると食事は可と

のこと、マイクも然り。 

しかし、会場は抽選制で月ごと

に使用制限が変わると例会の計画

はかなり不規則にならざるを得な

い。今までも事務会場が荻窪や山

手センターなどと変更が多く、参

加者は間違って他会場へ行ってし

まったこともある。 

これから高齢化していくメンバ

ーの利便性を考えると何とかしな

ければと思う。夜の外出の不安さ

を考えると、夕食をみんなで食べ

る例会の常識も検討の余地を考え

るようになった。仕事をしている

メンバーも少なく、ゲストも同様

と思われる。何でも高齢化のせい

にするのは、それこそ老人のグチ

となってしまうが、無理をしない

で長く活動できる環境を作って行

く必要があるとメンバー内で話し

合っている。      （F.S） 

気分転換は料理⑨ 

ＣＨＲＩＳＴＭＡＳ 
ＤＩＮＮＥＲ 

村野絢子 

 


